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＜連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・手塚　辰昭様～田中Dr.診察にて、腸蠕動微弱にて経口摂取の開始は延期とし、補液とパントールで経過観察との指示。

・古内　久雄様～田中Dr.診察にて、飲水とゼリーの嚥下チェックを行う。むせ込みなく嚥下出来ており、水分やブリックゼリーから摂取を開始していく事とする。
　　　　　　　次男様へ八戸西病院の糖尿病の持参薬について、受診頂けるか確認の連絡を行う。転倒以降絶食であったが、本日より経口食の訓練を開始したことを伝えている。次男様、入院前に入所していたグループホームしろがねに空きが出来たと今日連絡があったとのこと。早ければ2/19（金）に入所が可能とのこと。ケアマネと相談し、後日連絡頂く事となる。

＜ベッドコントロール＞
【転出】
・奥　孝子様～東病棟Ｂユニット1号室→西病棟Ｂユニット

・蛯名　政行様～東病棟Ｂユニット2号室→西病棟Ｂユニット

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。10:00～16:00の開放観察実施中。開放観察中はホールにてCDを聴いて過ごされている。昼食後、スタッフに「今日は祝日に決まっている」と興奮気味に訴える様子あるが、一時的であり不穏・興奮状態には至っていない。飲水ペース速いが、隠れての飲水行為は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。午前開放観察時には、脱衣し全裸となり他室侵入・他患者様の私物弄り繰り返しており、迷惑行為頻回の為、予定より早くに開放観察終了している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。各食拒食。拒薬無く、水分も適宜摂取されている。点滴への不満訴えられるも、自己抜去等のトラブル無く点滴施行中(16時終了予定)。自傷行為に関連した発言無く情動安定している。拘束部位のトラブルは無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・丸尾　貴史様～昨日準夜帯にて倦怠感・嘔気の訴えあるが本日は身体不調の訴えなく
経過しており、食事も摂取することできている。バイタルサイン異常
なし。

・木村　美智子様～本日より点滴3本/日へ変更となっている。収縮期血圧75㎜Hgと低値。他バイタルサインの異常はなく、ベッドより起き上がろうとしたり、手を動かしたりと多動。内服は茶寒天にて対応しているが口腔内への溜め込みあり、嚥下に時間要している。

・古内　久雄様～本日より、栄養補助食品ブリックゼリー摂取開始となっている。むせ
　　　　　　　　なく摂取することできており、「おいしい」と話す。10：00拡張期血
　　　　　　　　圧47㎜Hgと低値。他バイタルサイン異常なし。声掛けにも反応良好。

・沢山　ユミ様～食事はホールにて全量～2/3摂取しており、内服の拒否もない。終始落ち着かない様子みられ、ユニット内徘徊している。携帯電話も渡すと返却をしないことあり、都度介入している。

＜深澤Dr.患者様診察情報＞
・向谷地　忠様～臨時薬チアプリド錠25mg　6T　14日分処方となる。

・澤口　利香様～主治医の薬剤調整の提案に「好きなクスリじゃなきゃ死んでやる」
と拒否的である。現在実施中の点滴に混注のハロペリドールに対し不満を訴え、頑なにバルーン挿入と導尿へのこだわりを見せている。また、特定スタッフの対応の不満を訴えている。
本日2本目の点滴は中止とし、本日からハロペリドール(5) 筋注の指示を受けている。明日からは時間指定で9：00、19：00に実施する様にとの事。

・沼畑　勲様～臨時薬同内容で14日分処方となる。

・荒谷　拓行様～措置解除・退院は、20日（土）となる事、今後の生活環境についての確認と、ストレス発散方法、1ヶ月後の外来通院の必要性を説明し了解されている。

・金澤　和夫様～ジャヌビア錠50mg　0.5T追加処方、ビカルタミドＯＤ錠80mg　1T 28日分処方、他同内容で6日分処方となる。

・小笠原　正成様～主治医の声掛けに対し「はい」と返答聞かれている。臨時薬同内容で7日分処方となる。

・風穴　義信様～顔つき穏やかで、主治医の前で歩こうとされるなど活気あり。臨時薬同内容で7日分処方、明日よりカルコーパ配合錠L100 3 錠　7日分処方となる。

・前川　良子様～診察時、幻聴に関し、以前はあったと話すが、現在はない事を
話されている。「早く家さ帰って…部屋を片付ける」と。
情動安定している。明日より臨時薬ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝｽﾙﾎﾝ酸Ca経口ｾﾞﾘｰ20%分包25ｇ 3個　8日分処方となる

・栗澤　みつ子様～バルーンカテーテル交換日2/17（水）3/03（水）3/17（水）3/31（水）4/14（水）4/28（水）の指示受ける

＜入院患者様情報＞
日　　時：R3.2.10　13：07
　氏　　名：吉田　和真(よしだ　かずま)様
　生年月日：昭和57年2月2日　39歳
　病　　名：パニック障害・パーキンソン症候群
　合 併 症：高血圧・気管支喘息・糖尿病
　性　　別：男性
　主治医　：金Dr（あおぞらクリニック主治医：理事長）
　入院形態：任意入院予定
　病　　棟：東病棟Bユニット

　
【経過】
　H23.8須吾途中に激しい眩暈を感じ、全身雄震え、冷や汗があり日赤病院に救急搬送された。その後も、同症状にて救急要請をするのが常態化。転居などの理由もあり転医し通院を継続していた。人ごみに出ると症状は出現し、仕事が継続できず、H28.4に実家を出て八戸へ転居。同年6月より生活保護受給開始する。症状の改善なく、希死念慮や自殺企図にてさくら病院やみちのく記念病院に入院をしている。R1.11.1みちのく記念病院退院後は外来通院を継続していたが、アパート住人とトラブルになり三沢へ転居。伴い紹介によりR2.9.10よりあおぞらクリニックへ転医となっている。
　10日ほど前から自殺念慮が強くなり、実際に一昨日にはドアノブに衣類を掛け、自殺企図をしている。（怖くなり途中で中止した）吐き気や頭痛、死ぬことばかり考えてしまうと不安感が強く、本日単身にて当院外来を受診。入院治療の必要性を説明し、本人の了承にて東病棟Ｂユニットへ任意入院となる。
